
104.守山市伊勢遺跡の

五角形住居2'WlJ 
ここに給介する盟主穴式住居は、 1981・82年の 2次に

わたって都j査を笑施した守山市伊勢町地先で検出され

た 2例の五角形平簡をもっ住居である。!県内で検出さ

れた食還な資料となるのでその概嬰を報告することに

する。

1.位置と環境

本追跡 i立守山市t設の術耳r~誌に所在する伊勢町の北半

を占め、網jI<~地は地形図に示す 3 か所て'ある。今回:被

告する住居跡が検出されたのは 1・2の地点で¥現況

は水田である。 i詔鉄守山駅から約 1kmで、周辺にはま

だまだ水闘の残る悶|遡地併である。周辺の環境は釈-

4苛に古検時代後邦!の~穴式f主将を主体とする集落跡の

省身南 ・北逃跡、その来には古墳時代前期の盟主穴式{主

活ーからなる~気荷造跡、 JJ警部町Jには勝部城跡、|符村 i町

lこは古持者u寺代後期の散布地てがある|河村北遺跡が所在し

ている。

2.遺跡の内容

1981・82年の言問先では、第 2地点で弥生時代後期jの

竪穴式住居(五角形を含む)が7煉と平安時代後J事H1.i]立
4主主主物2i策、井戸跡1<1ふ第3地点では11棟の方1彩感

穴式{主婦(弥生時代後jgl)、方形問機~・ 6 恭(古;償時代
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遺跡位置図

前期)、平安時代ニt城などが検出されており 、大規模な

複合逃跡であるこ とを示している。書~3 地点の住居iま

-ill約 6.2m、W， 2地点では大121で 7 1)1を越えるもの

もあり、員:;3地点:の住居の中には皇室j詳の怖がひろいも

のがあって、同じ形態は示さない。また両地点 とも多

角形状に漏られた住陪跡状め織り込みがみられ たが、

柱穴やi立物がなく 、問題を後に残すことに主 った。ま

た 、 Jr!f~ 問機長正に伴う tlH喜の所校につ いては明らかに

できず、やはり、集聞のあり}-jには疑問点を残すこと

第 2地点住居跡平面図
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第 |地点住居跡

になっ fょ。

3.住居跡の特畏

まず、良好な!1ilJtl!.点のfi}，s-について示しておこう。

調査部紛が約 500m'と小規悦ながら、理主穴式住居 1、

;Jtこ戸2(1勾1).~Iま子安11年代)、 t似合約時代後期) 、 土吸

が検出された.紹介する{J，I;iiはほぼ中央で検出されて

いる.i.U号l:i-'f-凶iの規脱約 49.9101'で必よそ一辺5.06

m l'I'l!j制のPIの九い五角形状をなす。床面には各コ ー

ナーに対応して科:火がli.か所得モたれ、中央必よぴ来日E

ilui丘〈に二上検がある.らともと喰泌が各辺を周回して

いたと J思1われるが、残存していたのは北谷リ、および

西辺沿いであ 勺た.み;住，}，If内からは床面より若干浮い

た状態で泌物が多品に ~ll tした

~2 地点の住}，tH:t;.rH正地の I羽織で検出され、平磁競

技が 66.58m引でin'いはI(jがあるが北半は円弧状をな

している 。 ただ、保f(ii てぺ:，U，~がJifJ.J 形状に巡り、 F将来

i1昔、米辺 ・北米j!1ではこ盤に帰り込まれていて特f量的

である。 f.+:1(li 11'央lこはが跡、 J.lul::jjll沿いにこヒt腕がみら

れる。主ね火l立第 l地点のように明僚でな く、八角形

になる可能性がある。 m物l:t極めて少ない。

4.第 1地点の土器量

合計37i.0:の昔話 If~ i~J 5}11 rrT能なよ協とほ桁の中から住居

の時mJ を犯彼できる営住)f~ を割~f!(; して計14点の i立物を紹

介しよう.

A.長頻必(1 -3) 

10点のiHli必の中にも22形上の特長から三極に細分

することが可能である. 1のように顕の長さが中位で

あるむの、 2のように粉当長いもの、 3I孟鋭いものと

いうように顕の長さで分lriすることができる.この要員

の長さの浪黙とともに休部も少々号変化をもつようであ

る。 1I主体古都内外l偏に梨uかい刷{:E!凋穏を施したあと

要員部 -t本邸とむ会的iに箆O}Fff!iする ιので、空気部{ま溺斗

状にひらく. 21Hn部長と休部市が 1 1に近・いて長類

第 2地点住居跡

で河村外I~i に lljlj'f::: 11 ;羽悦を総す。 3(j: ~ii怖と体古11の比が

1 3 に近い }f~:1たてが淀川の伐{.j・皮が:!!.\いため不Ilfil僚だ

が，I];IJ[;同訓殺で仕 l二げている.

B 伝 (4-6 ) 

ftTにもニ純以上があるが、ここでは広口部(4・5) 

と 6 の'2 1l~HJiまをもっ穏をあげた. 4・5は類似し

た形状(i宇部)で口紋自信却のfl:上げと ~i部の文綴の有無

に相i丞がみられる. .1 l:il測も日必桜.5 Iま桁による綴

き上げとA6JfJfiIニ上っている.f也のlよ口、訟に li綴入品

(中河内JI!!}J)もある.受口状ロuのdlfは 2点みられ、

同純口車まのま更と同じ文織や潟t~}j法をもち 、 類部が長

〈絞られているだけの去である.他に i走~1の/).: 11資が

i点‘みられる.

C.銚(7・8) 

鉢の基本/F3!lーって¥大咋!と小j収とのこ値が芯めら

れる。内向は桁ナデ;狗悦・外1(III;t-mい村1I(: 13;訓告主のう

えに文様をつけている。 81よf本部下半にIl'iリつけ炎';if

をむち、その 卜lニh'tli文している。いずれむ交口状口紋

て'ある。

D.向杯 (9-11)

~~ 8ぷのうち 3.'.'.0:を |まl示する。 8点の羽11分13;材、部の

1交のイI無にふり、イfるものは大'I~ てす!I!lぃ C のは小唱で

ある。 10は有段でていねいな箆6JfJftiてー仕上げるが、部

分的にA~IJも日を伐す.脚内部に三角形状のお号文;織 を

付す。 9i， 10とまH似した形態でがu紋部が外反してひ

らく点で先兵がみられる.1 J li無段で小僧である。内

外IfIIを箆研併し、脚阿部に沈線文をbむす.

E.器台 (12) 

l点たけのIB上で、政守Iにiをい形状で、外預iにてい

ねいな箆研防か桟る.

F. ~ (13・14) 

受口状日持翌H 点くの'(: 11 **が 2 点の~I' 7点である。

大烈の1413;下l阿部に 8と同じl治りつけ突街をつlすると
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とLにi!!!孤文がみられるが、 13ai;皮状文のみで差異が

ある. 1::1絞li14が顎のっくり }jが強<JIII rtll皮も大きい。

小に、下胴$のil};リつけ炎#:1;のないものがある。

5.第 1i也点住居の時期

14.';l.のI芝|でtl'.した泣物から時lVIの限定をしてみよう。

j!i: iじの枇近の成来と中河内地Jiの研究をあわせて検討

する。まず、 V様式の中の「鬼塚J - rJ:.小阪」に位

iì'iづけがなされた野洲町久里f~~;立跡七ヶ坪地区?同じ
く rJ:JJ、阪J 期並行と考えらt比例l市街江遺跡<Z>r 

商ノ辻 I式~馬崎川」と」5・えられている大ilt市桜木l京

遺跡@等を参考{こしてみると、 !H!b::!では機iI・久野

市iよリ干17有1を示し、脱水原と比較すると郊似する内谷

をもっている。北大津i立刻、で1;1凶ノ jよED式とする133

などで知例があり、やはリ V様式!日J半に位置づけが可

能である。 i制移別iに検討できる紙lioがないので土総群

としてとらえるなら、西ノ注 I式より後tI:¥的で上小阪

期以前の中に求めることが可能と，~，われる。

6.まとめ

伊勢m跡1;1弥生後期、古続時代中期、平安末期の三

j切の泣械を残す絞令i立跡であり、本文で紹介した住居

は~F1:後JUIの住居である。近江での多角形住居の検出

例の少ない中で、 2似jの五角形{主婦の草子校1;1:、町'洲川

ifit械に1'1然~.1:.的な!必を受けず、向地性身Hi存の 出現に

よ って秘か11. る{委悶大古L をいう歴史$.~など、 7 ニの

成立にみられる階級国家への胎動のあらわれとしてと

らえられはしないだろうか。

(岩崎 茂山岡鎌吾山崎秀二)
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